
取扱説明書

このたびはコクヨ製品をお買い上げいただ
き、まことにありがとうございます。
ご使用前に、よくお読みの上、正しくお使
いください。お読みになったあとは、お使
いになる方がいつでも見られるところに必
ず保管してください。

※�諸般の事情により、予告なく仕様が変わることがあります。
あらかじめご了承ください。

もくじ

1.�基本性能�………………………………… 1
2.�安全上のご注意�………………………… 3
3.�末永くご使用いただくためのご注意� … 5
4.�各部のなまえと付属品� ……………… 6
5.�使いかた�………………………………… 8
6.�購入後、はじめて扉を開けるとき（コンピューターロックのみ）�…10
7.�暗証番号の登録のしかた（コンピューターロックのみ）�…11
8.�扉の開けかた・閉めかた（コンピューターロックのみ）�…13
9.�電池の交換のしかた（コンピューターロックのみ）�…15
10.�お手入れのしかた�……………………16
11.故障かな？と思ったら（不調診断）� ……17
12.�部品の交換について�…………………18
13.�仕様�……………………………………18
14.組み立てかた�…………………………19

エディア

2402130013DKH

〈無料修理規定〉
1.保証期間中に、取扱説明書・本体貼付ラベルな
どの注意書にしたがった正常な使用状態で当社
の責任と認められる不具合・故障が発生した場
合は、無料修理をさせていただきます。
その際、張り地などの部材交換が必要な場合に本
商品と同等の機能部材を使用する場合があります。
また、弊社の判断により商品全体を交換させていた
だくことがありますので、あらかじめご了承ください。
2.お買い上げ日から保証期間中に故障が発生した
場合は、お買い上げの販売店、またはお客様相
談室へご相談ください。

3.保証期間が過ぎた後や保証が適用されない故障に
つきましては、有料で修理させていただきます。

4.保証期間内でも以下の場合は有料となりますの
でご了承願います。
（イ）本書、およびご購入明細書のご提示が無い

場合
（ロ）ご購入明細書にお買い上げ年月日・お客様名

・販売店名の記入がない場合、または字句が
書き換えられた場合

（ハ）消耗部品（弊社指定部品） の交換
（ニ）第三者から転売・譲渡を受けた場合
（ホ）火災・水害・塩害・ガス害や地震などの天災地

変による故障または破損 
（ヘ）故意・過失に関係なく、使用上の誤りによる

故障または破損
（ト）加工・改造、不当な修理による故障または破損
（チ）屋外・温浴施設・プールなどで使用された場

合の故障または破損
（リ）使用上の消耗により発生する異音などの現象

変質またはさび・かびの発生
（ヌ）外観の傷・へこみ・変形や再現のできない不良
（ル）一般的に品質や機能上、影響のない感応的

現象（におい、音鳴りや振動など）
5.ご転居の場合は､事前にお買い上げの販売店、
またはお客様相談室までご相談ください。

6.本書およびご購入明細書は日本国内においての
み有効です。

7.本書およびご購入明細書は、再発行致しません
ので大切に保管してください。

■保証について

1年 塗装および樹脂部品の変色・退色、
レザー・クロスの摩耗。

外観・表面
仕上げ

2年 引き出し・スライド機構・扉の開閉・
錠前・昇降機構などの故障。

機構部・
可動部

3年 強度・構造体にかかわる破損。構造体

〈保証内容のご確認とお願い〉
●この取扱説明書（本書とする）は、記載内容（無
料修理規定）に基づいて、無料修理を行うこと
をお約束するものです。本書によってお客様の
法律上の権利を制限するものではありません。
保証期間経過後の有償修理などについてご不明
の場合は、お買い上げの販売店またはお客様相
談室までご相談ください。
●無料修理を受けられる場合は、本書と「ご購入
明細書」の両方が必要になります。
お買い上げ日と販売店を、「ご購入明細書」にて
ご確認いただき、本書とともに大切に保管してく
ださい。
※「ご購入明細書」とは、商品の納品時にお客様
にお渡しする「納品書兼出荷案内書」・「販売
店が発行する納品書（製品明細の記載がある
もの）」のことです。
　

〈保証期間について〉
●保証期間は、社団法人日本オフィス家具協会
(JOIFA)のガイドラインに準拠し、電気部品を除
いて、お買い上げの日から下記の年限とさせて
いただきます。

※使用頻度としましては、週40時間（週5日とし
て1日8時間）の労働時間を想定しています。

●電気部品に関しましては、下記の年限とさせて
いただきます。

1年　電気部品
テンキー、電磁スイッチ・電子基板、
照明器具、スイッチ、ACアダプタ、
コンセント、モーターなど。

お試し用の電池は、保証対象外です。

ご購入明細書に記入されている、
お客様の個人情報は保証期間内
の修理・交換活動にのみ使用し、
それ以外の目的に利用したり、第
三者に提供することは一切ござ
いません。

お客様の
個人情報の
利用について

購入店名

購入店住所

電話番号

※購入の後、ご記入くださるようお願い致します。

耐火庫両開き扉
シリンダー錠 BWU-SFS58

BWU-SFS59
コンピューターロック BWU-SFE58

BWU-SFE59
耐火庫ラテラル3段

シリンダー錠 BWU-SFL3A58
BWU-SFL3A59

コンピューターロック

■保証について

〈保証内容のご確認とお願い〉
●この保証書は、記載内容（無料修理規定）に基づい
て、無料修理を行うことをお約束するものです。本
書によってお客様の法律上の権利を制限するもの
ではありません。
保証期間経過後の有償修理などについてご不明の
場合は、お買い上げの販売店またはお客様相談室
までご相談ください。
●無料修理を受けられる場合は、「ご購入明細書」が
必要になります。
お買い上げ日と販売店を、「ご購入明細書」にてご
確認いただき、大切に保管してください。
※「ご購入明細書」とは、製品の納品時にお客様に
お渡しする「納品書兼出荷案内書」・「販売店が発
行する納品書（製品明細の記載があるもの）」の
ことです。

〈保証期間について〉
●保証期間は、一般社団法人日本オフィス家具協会
(JOIFA)のガイドラインに準拠し、電気部品を除い
て、お買い上げの日から下記の年限とさせていた
だきます。

※使用頻度としましては、週40時間（週5日として1
日8時間）の労働時間を想定しています。
24時間体制の執務、年中無休での業務や、これに
準ずる過酷なご使用をされるところ(消防・警察・
鉄道・各業種の監視室・警備室・新聞社・TV局・学生
寮・病院等)での使用頻度を前提とした保証期間
ではありません。ご理解の程お願い致します。

●電気部品に関しましては、下記の年限とさせていた
だきます。

お試し用の電池は、保証対象外です。

〈無料修理規定〉
1.保証期間中に、取扱説明書・本体貼付ラベルなどの
注意書にしたがった正常な使用状態で当社の責任
と認められる不具合・故障が発生した場合は、無料
修理をさせていただきます。
その際、張り地などの部材交換が必要な場合に本
製品と同等の機能部材を使用する場合があります。

また、弊社の判断により製品全体を交換させていた
だくことがありますので、あらかじめご了承ください。

2.お買い上げ日から保証期間中に故障が発生した場
合は、お買い上げの販売店またはお客様相談室へ
ご相談ください。

3.保証期間が過ぎた後や保証が適用されない故障に
つきましては、有料で修理させていただきます。

4.保証期間内でも以下の場合は有料となりますので
ご了承願います。
（イ）ご購入明細書のご提示が無い場合
（ロ）ご購入明細書にお買い上げ年月日・お客様名・

販売店名の記入がない場合、または字句が書
き換えられた場合

（ハ）消耗部品（弊社指定部品）の交換
（ニ）第三者から転売・譲渡を受けた場合
（ホ）火災・水害・塩害・ガス害や地震などの天災地変

による故障または破損
（ヘ）使用上の誤りによる故障または破損
（ト）カタログ、取扱説明書に記載の禁止事項もしく

はそれに類する操作またはご使用者の故意も
しくは重大な過失による故障または破損

（チ）加工・改造・不当な修理による故障または破損
（リ）設置後の落下、衝突や移動によって生じた故障

または破損
（ヌ）接続している他の機器に起因した故障または破損
（ル）異常な環境下(高温・多湿・著しい温度変化等)

での使用もしくは保管による故障または破損
（ヲ）強い磁気の影響や特殊工具の使用による故障

または損傷
（ワ）屋外・温浴施設・プールなどで使用された場合

の故障または破損
（カ）経時変化により発生する不具合または塗装面

の自然退色
（ヨ）使用時の手垢・埃等の汚れによる仕上げ表面の変化
（タ）使用上の消耗により発生する異音などの現象、

変質またはさび・かびの発生
（レ）外観の傷・へこみ・変形や再現のできない不良
（ソ）一般的に品質や機能上、影響のない感応的現

象（におい、音鳴りや振動など）
（ツ）日本国外で使用された場合に生じた故障また

は破損
5.ご転居の場合は､事前にお買い上げの販売店また
はお客様相談室までご相談ください。

6.本書およびご購入明細書は日本国内においてのみ
有効です。

７.ご購入明細書は再発行致しませんので、大切に保
管してください。

1年 塗装および樹脂部品の変色・退色、
レザー・クロスの摩耗。

外観・表面
仕上げ

2年 引き出し・スライド機構・扉の開閉・
錠前・昇降機構などの故障。

機構部・
可動部

10年 強度・構造体にかかわる破損。
（オプション、一部の製品を除きます）構造体

1年　電気部品 照明器具、スイッチ、ACアダプタ、
コンセント、モーターなど。
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1.基本性能

2 防盗性能
この耐火金庫は、耐火性能本位に造られて�
おり、火災から守ることを目的としていま
す。工具などを用いた破壊には耐えられま
せんので、ご注意ください。盗難のおそれ
がある金品類は、防盗金庫をお使いいただ
くことをお勧めします。

1 耐火性能
この耐火金庫は、JIS規格に基づく一般紙用
1時間耐火試験（※1）に合格しています。

注意
	万一の火災時には、庫内の温度が１００℃	
を超える場合があります。また、多量の
水蒸気が発生しますので、高熱や水蒸気
に耐えられないものの収納は、絶対に避
けてください。フロッピーディスクなど
の収容には専用の耐火金庫をご使用くだ
さい。
	耐火金庫の有効耐用年数は、製造後２０年
です（※2）。２０年を超えてのご使用は、
火災時に収納物が変質したり、焼失する
おそれがありますので、必ず新品と交換
されることをお勧めします。

3 防水性能
この耐火金庫を、耐火性能本位に造られて
おり、火災から守ることを目的としていま
す。耐火構造上、防水性能はありませんの
で、ご注意ください。火災時の放水や水害
によって、水をかけたり浸水すると、内部
に水が入ります。

以下の表により、収納物を確認してください。特に破壊などによる盗難のおそれのあるも
の、また高熱や水蒸気で収納物の変質のおそれのあるものは、入れないでください。

保管する品の一例と注意�
火災に

耐えられるもの
火災の高熱、蒸気の発生に

耐えられないもの
工具などの破壊によって
盗難のおそれのあるもの

注意
火災・盗難に備えて、耐火金庫に収納する
物品については、②ページの表で確認して
から保管してください。

（※１）�火災時を想定して、炉内の加熱温度
（常温～927℃）に合わせて耐火金
庫を1時間加熱する。加熱終了後、�
耐火金庫の内部温度に低下が認め
られるまで炉内で冷却する。この
間、耐火金庫内の温度が177℃以下
であること。

　　　�また、�炉内冷却終了後、�庫内の紙に
変色・劣化がなく、�印刷物の文字が
判読できること。

　　　（JIS�S�1037）
（※2）�製造初年時の金庫の庫内温度は、�

JIS規格によって火災時に177 C゚
以下に保たれるように造られてい
ますが、ご使用によってその耐火
性能は年々低下し、製造20年後の
金庫の残存性能確認試験におい�
て、耐火試験では庫内温度が200�
～300 C゚にも上昇しており、庫内�
の一般紙類は茶褐色に変質（一部
炭化）し、印刷物の文字の判読が�
困難でした。（日本セーフ・ファ
ニチュア協同組合連合会）

※この耐火金庫は、耐火性能本位に造られており、工具などの破壊には耐えられませんので、�
盗難のおそれのあるものは入れないでください。

※シリンダー錠、その他の消耗品などの耐用年数は、20年ではありませんのでご注意ください。

一般紙、一般紙�
を用いた書類、�
書籍、印刷物、�
コンピューター�
アウトプット紙、�
紙幣、�小切手（た
だし工具等の金
庫破りによる盗
難を除く）、金属
類など。�

フロッピー、磁�
気テープ、ビデ�
オテープ、コン�
パ ク ト デ ィ ス�
ク、� 磁 気 カ ー�
ド、� フィルム類�
のすべて。

52 ℃ ～ 65 ℃ 以
下でも蒸気にさ
らされると磁性
が消えます。

真 珠、ひ す い、
エメラルド、オ
パール、半貴石

（色 の 薄 い 石、�
アクア マリン、�
ト ル マ リ ン）、�
カメラ、レンズ、�
皮製品など。

汚損、変色、変
質、ヒビ割れな
どの可能性があ
ります。

書、絵画、掛軸
などの美術品、
骨董品、漆器、
塗物、金箔類、
装飾品、細工物
など。

著しく変色、変
形し剥脱するな
ど、価値を失い
ます。

多額の現金、�宝石、�貴金属など。

夜間、�休日の不在時に工具等による金庫破り、�
または金庫ごとの持ち逃げによる盗難の恐れ
があります。

火災時には、高熱、耐火材から発生する多量の蒸気、�
スス等により、　収納物は相当に汚損いたします。

防盗試験に合格した耐工具型防盗金庫、耐工
具耐溶断型防盗金庫に収納してください。
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2.安全上のご注意

警告
	本体は必ず床固定して使用してくださ
い。また、他の本体と積み合わせて設置
する場合は、必ず上下連結してください。
転倒により、けがをするおそれがあります。
	お客様で、解体や移設・レイアウト変
更をしないでください。
重量物ですから、移設・設置中に製品の
傾斜や転倒により、けがの原因になりま
す。必ず専門業者に依頼するか、お買
い上げの販売店にご相談ください。
	お子様にさわらせないでください。
手や指をはさんだり、閉じ込められる
原因になります。
	製品を廃棄するときは焼却しないでく
ださい。
有害ガスが発生するなど､周囲に危険
をおよぼす原因になります。
製品を廃棄するときは、専門業者に依
頼するか、お買い上げの販売店にご連
絡ください。

注意
�健康に影響をおよぼすことが考えられ
ますので、以下の内容を守って使用し
てください。
・	この製品を購入された当初は、化学
物質の発散が多いことがありますの
で、しばらくの間は換気や通風を十
分に行ってご使用ください。

・	この製品をご使用になる室内が著しく
高温多湿（温度２8℃、相対湿度5０%
超が目安）になる場合は、窓を閉め切
らないようにするか、強制的に換気を
行ってください。

	乱暴な取り扱いや用途以外の使用はし
ないでください。
けが・故障・破損の原因になります。
	可動部のすき間に手や指を入れないで
ください。
けがの原因になります。

	扉の開閉は、手を添えてゆっくり行っ
てください。
いきおいよく操作すると、扉固定金具
が破損し、けがをしたり、他の家具を
傷つけるおそれがあります。
	扉はゆっくり閉め、扉と扉固定金具の
すき間に手や指を入れないでください。
けがをする原因になります。

	扉を開けたままで持ち上げないでくだ
さい。
扉が本体より外れて落下し、けが・破
損の原因になります。
	扉や引き出しを閉める前に、庫内の収
納物が扉や引き出しにはさまれる状態
になっていないか確認してください。
無理に閉めると施錠機構や耐火性能に
支障をきたします。
	万一、火災にあわれたときは、耐火	
庫が完全に冷えきってから開けてくだ
さい。
開けたときに、収納物の紙類が燃え出
すおそれがあります。
扉が開かないときは、お買い上げの販
売店にご相談ください。
	この製品には、防水性能はありません。
火災時の放水や水害によって、水をかけ
たり浸水すると、内部に水が入ります。

	可動部に注油しないでください。
油がたれて床や衣類を汚す原因になり
ます。
	製品の分解や改造はしないでください。
けがや故障の原因になります。
	ボルトやネジがゆるんだままで使用し
ないでください。
本体の変形・破損や転倒により、けが
をする原因になります。早めに締め直
してください。
	製品に貼ってあるラベルは、絶対には
がさないでください。
誤った使いかたや事故を防止するため
のものです。ラベルがなくなったり、は
がれたときは、当社から取り寄せ、正し
い位置に貼ってからご使用ください。
	この製品を他の人が使用するときは、
この取扱説明書をよく読んでから使用
するようにご指導ください。

ここに注意

扉固定金具

ここに書かれた注意事項は、あなたや他の人への危害や損害を未然に防ぐためのもの	
です。いずれも安全にお使いいただくための重要な内容ですから、必ずお守りください。

警告 取り扱いを誤ると、死亡または重傷を負う
可能性があります。

注意 取り扱いを誤ると、軽傷を負うかまたは、
物的損害が発生する可能性があります。
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4.各部のなまえと付属品

●引き手

●シリンダー錠

●扉

●製造ロットラベル
●巾木

●扉固定金具

●カンヌキ

●注意ラベル

●棚板

耐火庫両開き扉（シリンダー錠） 〈付属品〉
キー� ……………… 2

3.末永くご使用いただくためのご注意

�直射日光やストーブなどの熱が直接あた
る場所での使用は避けてください。
故障や変色、変形の原因になります。
�操作部には、衝撃を与えたり、火気を近づ
けたり、水をかけたりしないでください。
施錠機構の故障の原因になります。
�この取扱説明書や暗証番号控え、スペア
キーは、庫内には入れないでください。
また、キーと暗証番号控えは、別々に保管
してください。（コンピューターロック）
�暗証番号を忘れると、扉を開けることが
できなくなります。
あらかじめ「暗証番号控え」に記録し、絶対
に忘れることのないようにしてください。
（コンピューターロック）
�カンヌキが出ている状態で、扉を強く閉
めないでください。
本体にカンヌキが当たり、施錠機構が故
障する原因になります。

�棚板や引き出しには、耐荷重（下表数値）
を超えてものをのせたり、入れたりしな
いでください。
故障や変形の原因になります。

均等にのせたときの1段当たりの耐荷重
棚板

W800 441N[約45㎏f]
W900 490N[約50㎏f]

引き出し
W800 274N[約28㎏f]
W900 314N[約32㎏f]

�キーを持って扉や引き出しを開閉しない
でください｡
製品が傷ついたり､鍵が破損する原因に
なります。
�キーに無理な力を加えて回さないでく
ださい｡
鍵が破損する原因になります。
�操作部やシリンダー錠には、注油しない
でください。
ほこりなどが付着して、故障の原因にな
ります。
�庫内は密閉されていますので、庫内に湿
気が出て、水滴が生じる場合があります。
ときどき扉を開けて風を通し、収納物の
点検を行ってください。
�キーを紛失したときは、鍵番号を確認の
上、お買い上げの販売店へ合い鍵の作成
をご注文ください。
鍵番号は、鍵穴の周辺に刻印されています。
�ときどき、ボルトやネジのゆるみによる
ガタツキがないか点検し、ある場合は締
め付けてください。
�耐火金庫の構造体内部には、耐火性能を
保持するために水分を含んだセメントが
使われています。まれに、ご使用期間中
に微量の乾いたセメントが金庫庫内に出
現することがあります。耐火性能には影
響を与えないものですが、その際には、乾
いた雑巾などで拭き取っていただきます
ようお願いします。

5133701B
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4.各部のなまえと付属品

●引き手
●シリンダー錠

●扉

●製造ロットラベル
●巾木

●扉固定金具

●カンヌキ

●注意ラベル

●棚板

耐火庫両開き扉（コンピューターロック） 〈付属品〉
キー� ………… 2

●LEDランプ

●操作部

耐火庫ラテラル3段（シリンダー錠）

●引き手

●シリンダー錠

●引き出し

●仕切板

●巾木

●バッテリーカバー

〈付属品〉
キー� ………… 2

5.使いかた

1 キーの使いかた

両開き扉の場合
〈施錠のしかた〉
鍵穴にキーを差し込み、反時計回りに360°
回すと鍵がかかります。
〈解錠のしかた〉
鍵穴にキーを差し
込み、時計回りに
360°回すと鍵が開
きます。

キー

施錠

解錠

ラテラルの場合
〈施錠のしかた〉
鍵穴にキーを差し込
み、キーを回して押
し込むと鍵がかかり
ます。

〈解錠のしかた〉
鍵穴にキーを差し込
み、キーを回すと鍵が
出て、鍵が開きます。

❶回す
❷出てくる

❷押し込む

❶回す

キー

キー
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2 棚板の高さ調節のしかた
棚板は、30mmピッチで高さ調節できます。
調節は、棚板になにものせていない状態で
行ってください。
棚板を外した後、棚爪をご希望の高さに付
け替えて、棚板をのせてください。

棚板

棚爪 棚爪
取付穴

5133701D

3 扉の開けかた
引き手を止まるまで手前に引き、その状態
のまま扉を開けてください。

6.購入後、はじめて扉を開けるとき（コンピューターロックのみ）

この耐火庫のご購入時は、暗証番号が設定
されていますので、以下の要領で扉を開け
てください。

1.�シリンダー錠にキーを差し込んでくだ
さい。

2.�バッテリーカバーに差し込まれている絶
録テープを引き抜いてください。
電源が入り、LEDランプ（緑色）が1回点
灯します。

4.�確認音が鳴り、LEDランプ（緑色）が点灯
している間に、キーを時計回りに止まるま
で回し、引き手を止まるまで手前に引き、
その状態のまま扉を開けてください。
※LEDランプ（緑色）が点灯中に扉を開

けないと、ロックされます。
　テンキー操作から3～4秒間、次の操

作をしないと再度ロックがかかります。
　キー操作と引き手操作は、一連の流れ

で行ってください。
〈ご注意〉
キーを持って扉を開けないでください｡
破損の原因になります。

テンキー

LEDランプ

キー

引き手

シリンダー錠

❶�LEDランプ（緑色）
が点灯する

❷時計回りに
　止まるまで回す

❹
開く

3.�テンキーで と入力してく
ださい。
※この暗証番号は、お客様が独自の暗証

番号を登録すると同時に無効になり
ます。

❷LEDランプ（緑色）が1回点灯する

絶録テープ

❶引き抜く

注意
棚爪は、4カ所とも同じ高さに取り付け、爪
が側板に確実に入っていることを確認して
ください。
棚板やのせているものが落下し、けが・破
損のおそれがあります。

5.使いかた

引き手

❷
開く

扉

❶止まるま
で引く

❸止まるま
で引く
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2.�操作部のテンキーで暗証番号を入力して
ください。

　（例）	暗証番号を にセットする
場合

3 第2暗証番号の登録のしかた
1.�扉を開き、解錠状態（カンヌキが扉の中

に収まっている状態）になっているか確
認してください。

2.�操作部のテンキーで暗証番号を入力して
ください。

　（例）	暗証番号を にセットす
る場合

LEDランプが緑色に1秒間
点灯します。

暗証番号は、4桁から8桁までの任意の数字を、
操作部のテンキーで登録することができます。
また、暗証番号は2種類（第1暗証番号・第
2暗証番号）登録することができ、それぞれ
独立して使うことができます。

（例えば、使用者用に第1暗証番号、管理者
用に第2暗証番号を登録されますと、暗証
番号忘れや緊急時の解錠に便利です。）

1 操作時の注意
�すでに登録された暗証番号を入力した場
合は、エラーとなります。他の暗証番号
を入力してください。
�カンヌキが出ている場合は、登録操作が
できません。解錠操作をしてください。
�｢ピビッ」という音が鳴り、LEDランプが
赤色に2回点滅した場合は、最初からや
り直してください。

2 第1暗証番号の登録のしかた
1.�扉を開き、解錠状態（カンヌキが扉の中

に収まっている状態）になっているか確
認してください。もし、収まっていない
ときは、キーを右（時計回り）に回して、
カンヌキを収めてください。

カンヌキ

7.暗証番号の登録のしかた（コンピューターロックのみ）

LEDランプが緑色に1秒間
点灯します。

}

}

暗証番号控え
年　　　月　　　日 暗　　�証　　�番　　�号

•　��　　　　• ＊�� �� �� �� �� �� �� ��

•　��　　　　• ＊�� �� �� �� �� �� �� ��

•　��　　　　• ＊�� �� �� �� �� �� �� ��

•　��　　　　• ＊�� �� �� �� �� �� �� ��

•　��　　　　• ＊�� �� �� �� �� �� �� ��

本体扉用鍵番号

（登録した数字を記入してください。）

4 暗証番号登録時の注意

注意
暗証番号入力後は、すぐに扉を閉めないで、
必ず解錠テストを行ってください。
万一、登録方法が間違っていた場合は、扉を
開けられなくなります。

	暗証番号は、安全上「１.２.３.４」や｢１.０.０.０」
など単純な番号は避けてください。
	第1暗証番号を「０.２.４.６.８」と登録し
て、第2暗証番号を「０.２.４.６」と登録し
た場合、解錠操作のときに第1暗証番号
と第2暗証番号の重複部分「０.２.４.６」
だけで解錠し、第1暗証番号の登録が無
意味になります。第2暗証番号の最初の
数字が、第1暗証番号の最初の数字と同
じにならないようにしてください。

	暗証番号を登録する際、以下の操作を行
うと、LEDランプが赤く2回点滅し、登録
されませんので、再度最初から正しく登
録し直してください。
・暗証番号が1～3桁で を押したとき。
・暗証番号を9桁以上押したとき。
・ の後、 を3回以上押したとき。

LEDランプ

LEDランプ
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7.暗証番号の登録のしかた

5 解錠テストのしかた
お客様の暗証番号が正しく登録されたかど
うかを確認するため、必ず以下の手順で解
錠テストを行ってください。

注意
万一、暗証番号を間違えて登録し、扉を閉め
てしまうと、扉が開けられなくなります。

1.�扉を開けた状態で、操作部のテンキーで
暗証番号を押してください。

�番号が一致したときは、LEDランプが緑
色に点灯し、「ピッピッ」と信号音が2回
鳴り、カチッと音がして解錠されます。

（3～4秒間）
�番号が不一致の場合は、反応がありませ
ん。この場合は、再度「7.暗証番号の登
録のしかた」（⑪ページ参照）にしたがっ
て、登録し直してください。

2.�LEDランプが緑色に点灯し、信号音が鳴
れば、暗証番号が正しく登録されていま
すので、扉を閉めてください。

これで解錠テストは終了です。

LEDランプ

4～8桁

暗証番号の押しかた

4～8桁

暗証番号の押しかた

8.扉の開けかた・閉めかた （コンピューターロックのみ）

2 扉の解錠と開けかた
1.�シリンダー錠にキーを差し込んでくだ

さい。
2.�操作部のテンキーで暗証番号を押してく

ださい。 LEDランプ

�番号が一致したときは、LEDランプが緑色
に点灯し、「ピッピッ」と信号音が2回鳴り、
カチッと音がして解錠されます。（3 ～ 4
秒間）
�番号が不一致の場合は、反応がありません。
�続けて4回間違った解錠操作をすると、
警告ブザーが約30秒間鳴ります。正しい
解錠操作をするまで、毎回同様に警告ブ
ザーが鳴ります。警告ブザーが鳴り止ん
でから、正しい解錠操作をしてください。

}

}

1 操作時の注意
�各操作は、3～4秒以内に行ってください。
�｢ピビッ」という音が鳴り、LEDランプが
赤色に2回点滅した場合は、最初からや
り直してください。
�テンキーの♯を押したとき「ピピッピ
ピッ」と鳴った場合は、暗証番号が登録
されていません。
テンキーで と入力するこ
とで解錠できます。

3.�暗証番号を押してからLEDランプが緑色
に点灯している間（3 ～ 4秒間）にキーを
時計回りに止まるまで回し、引き手を止ま
るまで手前に引き、その状態のまま扉を開
けてください。

※LEDランプ（緑色）が点灯中に扉を開
けないと、ロックされます。

　テンキー操作から3～4秒間、次の操
作をしないと再度ロックがかかります。

　キー操作と引き手操作は、一連の流れ
で行ってください。

〈ご注意〉
キーを持って扉を開けないでください｡
破損の原因になります。

※解錠されない場合は、入力した番号が
正しいかどうか確認してください。

※「第1暗証番号」「第2暗証番号」とも、
解錠方法は同じです。

3 扉の施錠と閉めかた
扉を閉める前に、以下のことを確認してく
ださい。
	扉のカンヌキが出ていないこと。
	庫内の収納物が、扉にはさまれる状態に
なっていないこと。

1.�扉を閉めてください。
2.�シリンダー錠にキーを差し込み、反時計回
りに止まるまで回して、施錠してください。

3.�キーを鍵穴から抜いてください。

注意
扉を閉めた後は、引き手を引いて、扉がロッ
クされていることを確認してください。キー

引き手

シリンダー錠

LEDランプ

❶時計回りに
　止まるまで回す

❸
開く

❷止まるま
で引く
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9.電池の交換のしかた（コンピューターロックのみ）

1 電池の交換時期の目安
操作部の電池が消耗してきますと、
	テンキーの を押した後、「ピー、ピー、ピー、
ピー、ピー」という警報ブザーが5回鳴り、
LEDランプが赤色に5回点滅します。
	テンキーを押しても「ピッ」と音がしない。

などのサインを出します。
※電池の寿命の目安は、1日3 ～ 4回の開

閉で約1年です。必ず1年をめどに交換
してください。
付属の電池はモニター用ですから、早め
に新しい電池と交換してください。

2 電池の交換のしかた
〈使用電池〉
単3形アルカリ乾電池�………………… 4本

〈ご注意〉
	アルカリ乾電池以外は使用しないでくだ
さい。
	電池交換は、必ず4本とも新品に交換し
てください。
バラバラに交換すると、液もれの原因に
なります。
	電池は1年ごとに交換することをお勧め
します。
	電池が切れたまま長期間放置しますと電
池が液もれを起こし、故障の原因になり
ます。

〈ご注意〉
	電池の⊕⊖を間違えないようにしてく
ださい。
間違えてセットすると、新品の電池にも
かかわらず、消耗状態（警報ブザーが5回
鳴り、LEDランプが5回赤色点滅する）に
なります。
電池を正しくセットすれば、正常に戻り
ます。
	電池がホルダーに、正しく収まっている
か確認してください。

2.�バッテリーカバー裏側のシールに電池交
換日を記入し、カバーを元通りにセット
してください。

電池ホルダー

バッテリーカバー

スライド
させる

シールに電池交換日を記入

バッテリーカバー

5151203E

5151203F

1.�操作部横のバッテリーカバーを開いて、電
池ホルダーの電池を交換してください。

�日常のお手入れは、乾いたやわらかい布
でから拭きしてください。
�汚れが著しい場合は、以下の手順で汚れ
を落としてください。
1.�うすめた中性洗剤につけた布を、かた

く絞って拭いてください。
2.�水につけた布をよく絞って、洗剤が残

らないように拭き取ってください。
3.�乾いたやわらかい布で、水分が残らな

いように拭き取ってください。

10.お手入れのしかた

汚れを落とすときの注意
水にぬれたままにしないでください。
また市販の各種クリーナーやワックス、
シミ抜きなどを使用される際は、その使
用方法や使用上の注意をご理解の上、お
客様の判断においてご使用ください。
正しく使用されないと変色や変形など
異常の原因になります。

■ 消毒のしかた
消毒のしかたと注意事項については、以下
をご覧ください。

https://www.kokuyo-furniture.co.jp/
manual/pdf/how_to_clean.pdf
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11.故障かな？と思ったら（不調診断）

こんなときは こう処置してください

	扉が開かない。 シリンダー錠が、正しく操作されてい
ますか。
もう一度、�解錠操作をしてください。

収納物がはさまっていることが考えられ
ます。扉（引き手）を、通常より強く引い
てみてください。

	扉が閉まらない。 カンヌキが出ていませんか。
キーを右（時計回り）に回して、カンヌキ
を収納してください。

収納物が当たっていませんか。
収納物の整理をしてください。

本体が傾いていませんか。
本体が水平になるように調整してください。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ロ
ッ
ク

	暗証番号を押しても音が出ない。 電池の容量が減っています。電池を交
換してください。（⑮ページ参照）

	テンキーの を押した後、警報ブ
ザーが5回鳴り、LEDランプが5回
赤色点滅する。

電池の容量が減っています。電池を交
換してください。（⑮ページ参照）

	暗証番号を押すと「ピッ、ピッ」と
音が鳴り、LEDランプが緑色に点
灯するが、キーまたは引き手が動
かず扉が開かない。

LEDランプが緑色に点灯している間（3
～ 4秒間）にキーを時計回りに360°回
して、引き手を手前に引いて扉を開け
てください。

※�以上の処置をしても直らないときは、お買い上げの販売店にご相談ください。

13.仕様

■�耐火庫両開き扉
錠　の　種　類 シリンダー錠 コンピューターロック・シリンダー錠
品　　　　番 BWU-SFS58 BWU-SFS59 BWU-SFE58 BWU-SFE59

外　　寸　　法
（㎜）

幅 800 900 800 900
奥行き 450 450 450 450
高さ 1110 1110 1110 1110

耐　　火　　庫
収　納　寸　法

（㎜）

幅 658 758 658 758
奥行き 258 258 258 258
高さ 910 910 910 910

耐火庫内容積（ℓ） 154 178 154 178
標　準　総　質　量（㎏） 235 260 235 260
耐　火　性　能 一般紙用1時間耐火試験合格

■�耐火庫ラテラル3段
品　　　　番 BWU-SFL3A58 BWU-SFL3A59

外　　寸　　法
（㎜）

幅 800 900
奥行き 450 450
高さ 1110 1110

耐　　火　　庫
収　納　寸　法

（㎜）

幅 640 740
奥行き 318 318
高さ 270 270

耐火庫内容積（ℓ） 54.9×3段 63.5×3段
標　準　総　質　量（㎏） 195 220
耐　火　性　能 一般紙用1時間耐火試験合格

12.部品の交換について

部品の交換をご希望の場合は、お買い上げ
の販売店、またはお客様相談室までお問い
合わせください。

注意
お客様での交換作業はしないでください。
製品の故障・破損の原因になります。



19 20

14.組み立てかた

1 構成部品
組み立てる前に、部品の数を確認
してください。

注意
	製品の組み立ては、記載している手順･方法通りに行ってください。
誤った手順･方法で組み立てますと、けがや破損のおそれがあります。
	製品の組み立ては、必ず2人以上で行ってください。
転倒や部品の落下によるけがや破損のおそれがあります。

部　品　の　種　類 両開き扉 ラテラル
本体 1 1
巾木（前用） 1 1
巾木（側面用） 左右各1 左右各1
巾木（後用） 1 1
棚板 2 ー
棚爪 8 ー
仕切板 ー 6
床
固
定
部
品

固定金具（前） 2 2
固定金具（後） 1 1
転倒防止金具 1 1

部
　
品
　
袋

位置決め金具 2 2
十字穴付ナベボルト�（ネジロック付）
M6×14 （天板固定用） 4 4

十字穴付トラスボルト�M6×10 8 8
十字穴付タッピンネジ�4×10（巾木用） 2 2
両面テープ 5 5
ホールキャップ 16 16
断熱材 2 ー
アジャスターキャップ 2 ー
スペーサー 1 1

ビ
ニ
ー
ル
袋

取扱説明書：1、��キー：2（予備1） 1セット 1セット

2 床固定のしかた
1.�耐火庫の設置位置にアンカーボ

ルトを打ち込んでください。
※�アンカーボルトは、別途用意

してください。

2.�転倒防止金具を、固定金具（後）
に差し込んでください。

3.�固定金具（後）を、後側のアンカー
ボルトに固定してください。
※�固定部品は、別途用意してく

ださい。

4.�耐火庫を設置位置に置き、水準
器などを使ってアジャスターを
調節してください。
両開き扉は、奥の2カ所は⊖ド
ライバーで、手前はスパナで調
節してください。
ラテラルは、4カ所ともスパナ
で、前からまたは横から調節し
てください。

5.�両開き扉は、奥の2カ所の調節用
穴に断熱材を入れて、アジャス
ターキャップをはめてください。

転倒防止金具

アンカーボルト

固定金具（後）

別途用意
してくだ
さい。

ナット

平座金

差し込む 固定金具（後）

前

前

アンカーボルト打ち込み位置��●:アンカーボルト（Ｍ10×50�別途用意してください。）

アジャスター
350 200

82

450

40

195

両開き扉の場合

ラテラルの場合

⊖ドライバー

スパナ

スパナ スパナ

アジャスター調節用穴

アジャスターキャップ

はめる

断熱材

入れる

W800の場合 W900の場合

前

アジャスター
300 200

82

450

40

195

キャスターキャスター

195 195
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7.�固定金具（前）をアジャスターと
前側のアンカーボルトに固定し
てください。
※�固定部品は、別途用意してく

ださい。

3 巾木の取り付け
1.�前面用巾木と側面用巾木を図の

ように連結して、本体の巾木受
けに差し込んでください。
※このとき、前面用巾木が底面

補強フレームに当たる位置
まで差し込んでください。

固定金具（前）

アンカーボルト
アジャスター

ナット
平座金

別途用意して
ください。

差し込む

側面用巾木

キャスター
カバー

巾木受け

5150702D

2.�後面用巾木を、図のように側面
用巾木にはめ込んでください。

取付状態

側面用
後面用

❷
はめ込む

十字穴付タッピンネジ�4×10

❸固定

❶下に入れる

本体背面

後面用巾木

側面用巾木

❶
❷

❸

3.�前面用巾木と本体前面、後面用
巾木と本体背面が右図のように
均等になっているか確認してく
ださい。

底面補強
フレーム

6mm 6mm6134606

前 後

差し込む

差し込む

側面用巾木
5150903B

5150903C

両開きの場合

差し込む

差し込む

前面用巾木

側面用巾木

前面用巾木

側面用巾木 本体

ラテラルの場合
前面用巾木

14.組み立てかた

6.�転倒防止金具を、棒状のものな
ど（長さ50cm程度）でたたき込
み、耐火庫底面の金具に固定し
てください。

転倒防止金具の固定状態

固定金具（後）

耐火庫本体

金具
転倒防止金具

床

転倒防止金具

長さ50cm程度の
棒状のもの

前

金具

たたき
込む
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〈使用工具〉
⊕ドライバー
（No.2）

〈使用工具〉
⊕ドライバー
（No.2）

〈上下連結〉
他の本体内側からボルトで耐火庫
本体に連結してください。
耐火庫本体天板の穴には、ナット
があります。

〈背面連結〉
他の本体内側からボルトで耐火庫
本体に連結してください。
耐火庫本体背面の穴には、ナット
があります。

ホールキャップの取り付け
横連結･上下連結していない本体
側のナット付き穴に、ホールキャッ
プを取り付けてください。
※�オプションの天板を取り付ける

場合は、ホールキャップを本体
天面に付けないでください。

ホールキャップ ナット付き穴

十字穴付トラス
ボルト�M6×10

十字穴付
トラスボルト
M6×10

14.組み立てかた

4 本体の連結

耐火庫どうしの場合
1.�一方の耐火庫側面の前側に位置

決め金具をねじ込んでください。

2.�連結する耐火庫を、位置決め金
具に合わせて連結してください。

他のEDIAシリーズと
連結する場合
※�他のEDIAシリーズ本体の準備

は、それぞれに付属の「取扱説
明書」を参照してください。

〈横連結〉
他の本体内側からボルトで耐火
庫本体に連結してください｡
耐火庫本体側板の穴には、ナット
があります。

そろえる

❷差し込む
❶ねじ込む

位置決め金具

他の
EDIAシリーズ
本体

ナット付き穴

耐火庫
本体

十字穴付トラスボルト�M6×10
※�EDIAシリーズ本体側に付属の
ボルトを使用

❶

❷

そろえる

〈使用工具〉
⊕ドライバー
（No.2）

〈使用工具〉
⊕ドライバー
（No.2）
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6 棚板の取り付け
棚爪を本体内側の棚爪取付穴に引っ掛けて、
棚板をのせてください。 棚板

棚爪

棚爪

棚爪
取付穴

5133705D

14.組み立てかた

のせる

注意
棚爪は、4カ所とも同じ高さに取り付け、爪
が側板に確実に入っていることを確認して
ください。
棚板やのせているものが落下し、けが・破
損のおそれがあります。

以上で、組み立ては完了です。ガタツキがな
いか確認してください。

5 天板(オプション)の取り付け
1.�本体天面の天板取付用ハーフパ

ンチを⊕ドライバーなどで打ち
抜いてください。

天板取付用
ハーフパンチ

⊕ドライバー

十字穴付ナベボルト（ネジロック付）�M6×14
※天板に付属しているボルトは使用しない（不要）

スペーサー 天板

打ち抜く

〈使用工具〉
⊕ドライバー
（No.2）

〈使用工具〉
⊕ドライバー
（No.1）
（No.2）

スペーサー

ボルトの締め込みかた

間に入れる

十字穴付ナベボルト
（ネジロック付）
M6×14

スペーサーに
当たるまで
締める

抜く 約
1.5mm

天板

2.�天板裏にボルトを、付属のスペー
サーをはさんで図のように軽く
締め、仮取り付けしてください｡

3.�天板のガタツキがわずかになるよ
うに、ボルトを調整してください。

4.�天板を一度外し、図の位置に両
面テープを貼ってください。 両面テープ

（5カ所）

5.�再度、天板を取り付け、両面テー
プのあたりを上から押さえて、
圧着させてください。

両面テープの貼付位置
天板テープ

天板の端に近い位置に貼り付ける
（天板の端からはみ出さない）

6134618


